


周溝墓 1基と土坑群が検出されているほか、南に位置

する59-2地点において中期前半頃の土器が多震に出

土している。 57-1地点では、手あぶり形土器を出土

した方形周溝慕のほか、包含層中からは中期前半を主

体とする土器群が出土している。また、 53-2地点で

は前期の鉢形土器が出土している。

このように、弥生時代の遺構、遺物が多くの地点で

検出されているのに対して、付近における縄文時代の

遺構、遺物の検出例は僅少であり、報告例では51-1

地点で、縄文時代早期の遺構、遺物が、京阪電車より浜

側の58-2地点、で、縄文時代後期の土坑と遺物包含層

が検出されている程度である。このことからも、今回

出土した打製石斧が縄文時代の遺物の混入である可能

性は低いと考えられる。

以上のことから、錦織遺跡出土の打製石斧を弥生時

代中期 (II------III期)の資料として位置づけ、県内出土

の他の資料と比較して、若干の検討を加えたい。

2 .県内出土の打製石斧

これまで、滋賀察内の各地で打製石斧の出土例が報

告されているが、石斧の所属する時期を伴出遺物で確

認できる良好な事例は少ない。ここでは、ある程度時

期の限定できる資料を中心に紹介していきたい。

①仏性寺遺跡、(高島郡マキノ町)③

県営ほ場整備事業に伴う昭和53年度の発掘調査では、

第54トレンチにおいて縄文時代後期の遺物包含層を検

出している。土器の年代は中津式~北白}II上層式であ

り、同じ包含鹿から出土した打製石斧 4点の年代もこ

の時期11:届に含まれるものと考えられる。県内出土の打

製石斧としては、かなり早い時期の出土例である。

②弘部野関生中部I遺跡(高島郡今津町)④

縄文時代後期末から娩期前半にかけての遺跡、であり、

数次にわたる発掘調査が実施されている。調査の概要

のみしか明らかにされていないが、昭和56年度調査で

は18点、昭和57年度調査においては 6点の打製石斧が

出土したとされている。石斧の形態は、短冊型、パチ

型、分銅型と多彩でトある。

③滋賀里遺跡(大津市)⑤

湖西線建設に伴う発掘調査において、 IIIC区 .IIID

区などから、計4点、の打製石斧が出土している。調査

毘からは縄文時代後期以前の土器の出土もあるが、大

半が晩期の土器であることから、打製石斧も晩期の時

間!揺の中に収まる遺物であ

④麻生遺跡

う昭和60年度の発掘調査にお

いて、切土F地区下層の竪穴住居13埋土内から、打製

石斧が 1点出土している。サヌカイト製の完形品であ

る。遺構内の共伴土器は明確でないが、この遺構罰か

らは縄文時代晩期の突帯文期の土器のみが出ことしてお

り、打製石斧もこの時期に属するとみなし得る。

⑤山袈遺跡@小津浜遺跡(守山市)

新守LUJlI改修工事に伴う昭和59年度の発掘調査にお

いて、 3号橋梁部分のLじまから打製石斧 1点の出土が

報じられていZ。自然流路の埋土内と考えられる土層

からの出土であり、伴出土器は縄文時代晩期から弥生

時代中期のものが中心である。報告者によれば、打製

石斧は磨製石斧の破片を転用したものである。

なお、昭和61------62年度に、 3号橋梁部分の隣接地の

発掘調査が実施されており、この際の現地説明会資料

にも打製石斧の出土が報じられていぎ。出土地点、出

土状況などは記されていないが、 3号橋梁部分からの

出土品と同じく、縄文時代晩期から弥生時代中期の時

代11屈の中で捉えて大過ないと思われる。

⑥}II崎遺跡(長浜市)⑨

昭和45年度の国道8号線長浜バイパス建設工事の事

前調査において、打製石斧 3点の出土が報告されてい

る。第 2地点の有機物堆積層からの出土とされるが、

出土状況は明確で、ない。石器と共伴する土器も明確に

しがたいが、調査によって出土した土器の示す年代i臨

は、若干量の縄文時代中期~後期の遺物や晩期突帯文

土器が一定輩出土するものの、弥生時代前期の遺物が

主体である。

⑦塚町遺跡(長浜市)⑬

土地区画整理の事前調査が平成元年度に実施されて

おり、自然河道SR01から打製石斧が出土したとされ

ている。未報告資料であり、出土状況や伴出土器の詳

細は不明で、あるが、調査概要の記述によれば弥生時代

中期の第百様式後半から第III様式前半の土器が主体と

されている。調査区全体の状況としては、縄文時代晩

期の突帯文期から弥生時代中期中頃の年代!陪に収まる

遺跡のようである。

⑧石田三宅遺跡(守山市)⑪

滋賀県住宅供給公社が計画する

調査として、昭和61年度に発掘調査が実施された際に、

第 2調査区の溝状遺構SD1から打製石斧が 1点、出土

している。弥生時代中期前半(第II様式並行期)の土

器とともに溝の最下関から出土したと報じられており、

伴出土器も一括資料と見なして大過ない。

⑨北仰.1圭遺跡(高島郡今津町)⑬

県営ほ場整備事業に伴う昭和59年度の発端調査にお

いて、弥生時代中期(第四~第W様式並符期)の遺物

ら打製石斧が 1点出土している。刃部の広

がる形態の完形品であり、礁の自然面を残した麗には、

縦方向の細かい擦痕が多数観察でき、使用痕と判断で

きる。

調査担当者は混入の可能性を考えており、同じく包
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錦織遺跡が含まれるように、限定された立地条件が考

えられるものかも知れない。

縄文時代娩期中葉の段階において、大阪府下の遺跡

においては打製石斧・凹石・石血などの植物質食料利

用のための石器の比率が低いのに対して、北陸地方で

は比率が高いとされ、滋賀県周辺では両者の中間的な

石器組成が見られるとの研究があZ。弥生時代におけ

る打製石斧の出土は、大阪平野の遺跡群では皆無に近

いのに対して、滋賀県では弥生時代の打製石斧の出土

が確実な点において、縄文時代晩期の状況と符合する。

また、この様相は伊勢湾沿岸地方などの東日本地域と

共通する部分があり、滋賀県における弥生文化の一様

相として注目すべきものであろう。

4 .今後の課題

以上、滋禦県内における打製芯斧の乏しい出土例を

基に、若干の考えを述べてきた。弥生時代とみなし得

る出土例には近年の報告例が多く、同様の事例は増加

していくものと推測しているが、今後の見通しは明ら

かでない。

本稿では、打製石斧の用途については全く触れなか

った。植物質食料採取のための土掘り具であろうと推

測する以上の考えを持ち合わせていないためである。

今後の課題としたい。また、打製石斧のみを取り上げ

るのではなく、石器組成の問題を数量化して検討して

いく必要も痛感しているが、滋賀県においては良好な

報告例が乏しいことと、筆者の力量不足のため、有為

な組成論を述べ得る段階には至っていない。現段階で

考えを述べるのは借越かとも考えたが、先学の方々に

御批判いただいて今後の指針とすべく、小文を成した

ものである。

なお、本稿を成すにあたっては、錦織遺跡(2 3 

地点)の発掘調査を担当された大崎哲人氏のほか、浜

崎悟司、清水ひかるの各氏から資料の提供などの協力

を受けた。末筆ながら記して感謝したい。

(井上洋介)
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